
（仮）円山動物園ポスト基本構想 

第四回検討部会

平成 30年２月 23日（金）14:00～17:00 

札幌市円山動物園 動物プラザ 

議事次第 

１．開会 

２．議事 

（１）報告 
 ア）子ども（小学生３年生～中学生）を対象としたワークショップ開催結果 

イ）大人（18歳以上）を対象としたワークショップ開催結果 

ウ）来園者アンケート実施結果 
エ）ポスト基本構想の構成 

（２）意見交換 
ア）ポスト基本構想の内容 

３．閉会 
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【資料2-1】 

市民ワークショップ「みんなで考える ～動物園の社会的な役割～」 

開催報告 

ワークショップの概要 

開催日程：2018 年 2月 4 日（日）13：00～16：30（受付開始：12：30～） 

対象：札幌市民（22 名） 

内容：動物園には、動物の飼育展示によって来園者に楽しんでいただく以外にも、調査研究、

生物多様性の維持、自然環境の保全、教育など、さまざまな役割がある。レクリエーション

施設としての役割に加え、動物園はどのような役割を担うべきなのか、参加者の皆さんとい

っしょに考える機会とした。質疑応答やグループ討論を通してさまざまなアイデアや提案を

出していただき、今後の円山動物園の運営方針の策定等の参考にさせていただく予定である。 

プログラム 

１．【解説】職員によるプレゼンテーション 

   動物園の役割（レクリエーション、絶滅危惧種の飼育や繁殖、調査研究、環境教育な

ど）を、資料やスライドを用いて紹介した。 

２．【見学ツアー】 

   動物園スタッフと一緒に、普段みられない研究施設、保護収容施設などを見学・体験

し、円山動物園の取り組みや課題について聞いた。 

３．【意見交換】 

   動物園スタッフも参加した意見交換をひらき、質問、感想、提案を出し合っていただ

いた。 

４．【まとめ】 

   ご自身の意見や感想を、記述式のアンケート票に、参加者の方それぞれに書いていた

だいた。 
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開催概要 

１．【解説】職員によるプレゼンテーション （13：10～13：40） 

動物園の役割を資料やスライドを用いて紹介した。 

＜動物園の役割＞ 

・動物園の４つの役割 

①レクリエーション、②種の保存、 

③教育、④調査・研究 

・一時避難場所、野生復帰を目指す 

場所としての役割 

・動物園でしか得られないデータの 

集積や飼育下での種の維持 

＜環境教育（保全教育）＞ 

・飼育員による解説 

・教育プログラム：学校向け 

・動物園ボランティアによるガイド 

・有料プログラム：資金集めの一環。欧米では人気が高い。 

＜展示方法＞ 

動物は野生を知る“大使”的な役割。できるだけリアルな飼育環境にする。 

・機能展示：動物にとって機能的。来園者から見てイメージが良いとは限らない。 

・リアルな展示：動物も来園者も生息地の環境に溶け込ませる工夫。高コスト。 

・メッセージ：欧米では看板専門の部署もあり、映像の活用も進められている。 

・日本の動物舎デザイン：予算が少ない。野生の環境をイメージし難いものが多い。→市

民に歪んだ動物観を植え付ける恐れがある。動物園はその街の住民の性質を表す鏡と

いわれる。 

＜動物の福祉＞ 

・屋内外問わず、二十四時間、動物の幸せを考えた施設づくり 

  屋内でありながら自然環境を極力再現するのは世界の流れ。 

  例）動物は時間の大半を採食に費やすため、食物をあえて隠す等の工夫。 

・ハズバンダリートレーニング：動物の健康を維持するために動物に協力してもらう。 

  動物が楽しみながら健康管理ができるようにしている。 

  例）採血のために手を出す訓練  
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２．【見学ツアー】（13：40～15：00） 

普段みられない研究施設、保護収容施設などを見学・体験し、円山動物園の取組や課題に

ついて説明した。 

＜は虫類・両生類館センターラボ＞ 

希少動物の保護、繁殖、育成を行う施設 

・両生類の箱舟計画 

：国内外の両生類について種の維持、 

繁殖に取り組む 

・密輸された生物の保護 

一度持ち込まれると元の生息地に帰すことが

できないため、希少種の保護、繁殖に取り組

む。 

・地元の種の繁殖 

例）アオダイショウ：何かあった時のために繁殖技術を確立しておく 

・餌となるコオロギ（フタコシコオロギ）、ネズミの飼育 

   冷凍の餌は質が良くないため、自分たちで増やしている。 

＜新設中のホッキョクグマ館＞ 

・種の保存などには、動物園間の連携が必要。動物園はつながって初めて機能する。 

＜オオカミ、エゾシカ舎＞ 

北海道に関わる動物の展示 

・オオカミとエゾシカの共存は、昔は北海道にあった環境であることを知ってもらう 

＜猛禽類野生復帰施設＞ 

野生復帰を目指し、人に慣らさないために非

公開としている。 

質問：ここの鳥も野生に帰すのか。 

訓練専用ケージがある。放す場所に併せ、

餌の捕り方も教える。鷹匠の技術が役立つ。 

質問：他の動物園にも同様の施設はあるのか。 

あまりない。バックヤードは自慢。 
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＜建築中のゾウ舎＞ 

今秋にはミャンマーから４頭（メス３頭、オ

ス１頭）のゾウが来る。ゾウを飼育する際は、

群れで飼うことが決められている。ミャンマ

ーについてゾウを通して伝えたいと考えてい

る。 

＜二ホンザリガニ繁殖施設＞ 

生活排水の影響を受けやすく、局所的に絶滅

している。北海道大学と共同でザリガニの DNA を調べている。DNA に地域差がなければ、

同じ場所に放すことができる。 

質問：昔はゆでて食べていた。 

人間が食べるために獲るという影響はそれほ

ど大きくない。今は外来種のウチダザリガニ

とニホンザリガニの生息環境が被り、食べら

れてしまう。 

感想：素晴らしい活動。ウチダザリガニのこ

とを知らなかった。 

３．【意見交換】（15：00～16：15） 

動物園スタッフも参加し、質問、感想、提案を出し合っていただいた。 

＜主な意見、感想など＞ 

・子どもの頃のイメージとは違い、 

多種多様で驚いた。 

・このような市民参加の機会は良い。 

・動物園の外との連携が必要では。 

・今日のことを他の人に話をしたい。 

・学校への出前授業の実施。 

・研究に力を入れていて意外だった。 

・動物園の取り組みをもっと工夫してお知らせ

していく必要がある。 
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・環境問題を考える場にもなるのでは。 

４．【まとめ】（16：15～16：30） 

＜スタッフ側の感想＞ 

・僕らが長年考えていた核の部分がどんどん出てきて参考になった。 

・情報発信が弱いことが課題だと分かった。 

・ボランティアさんと積極的に関わろうと思った。 

・ハードルを少しでも下げれば、皆さんに来てもらえる可能性がグッと上がることが分かっ

た。 

・動物を一緒に守る仲間になってもらいたい。 
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意見感想の抜粋 

＜問２＞ ワークショップの進め方と内容について伺います。ワークショップの中で、良か

った点や興味が深まった点はありますか。また、物足りなかった点や改善が必要な点はあり

ますか。教えてください。 

●今まで知らなかったバックヤードでの裏側を見て、また説明も聞けてとても良い経験になりま

した。最後にたくさんの人の意見がきけて良かったです。（10 代女性） 

●動物園の見方が、良い意味で変わりました。ハズバンダリートレーニングは知らなかったです。

動物たちがいかに自由に不便なくすごせていることが知れて良かったです。もっとあたたかい時

期にも、ゆっくり聞かせて頂きたいと思いました。（20 代女性） 

●海外の動物園の事例が聞けて、理想とする動物園というものが想像しやすくなった。ワークシ

ョップを午前に実施して、午後はフリーで園内を見学できる時間（可能であれば飼育員さんのガ

イド付き）があると嬉しい。（20代女性） 

●全体的には良かったと思いますが、見学ツアーは裏側が多かったので、もう少し表面の部分も

見たかったです。 

・ワークショップで話し合って欲しい内容としての項目を、もう少し具体的にした方が良いのか

なと感じました。あまり、保全や動物園の役割という話題にならなかったので。（20代女性） 

●バックヤードツアーで解説をうけながら裏側を見学できてとても良かったです。話を聞いてい

るとあっという間だったのでもっと時間があっても良かったです（園内全てまわる位でも）。ほか

の皆さんとの議論でも色々な考えがあるとわかり良かったと思います。（30代女性） 

●ふだん入ることのできない所へ行って、円山動物園の取り組んでいることにふれることができ

て、新鮮でした。スライドも、園の方のお話も、もっときいてみたいと思いました。（30代女性） 

●普段はレクレーション施設として捉えていた「動物園」の存在意義について考えさせられた。

ワークショップに関してもめったに参加することがないので楽しかった。最初からテーマを伝え

ていてもよかったのでは。（30代女性） 

●参加者の意見を引き出し、活発な意見交換ができて良かったと思います。動物園の存在意義に

ついて、周りへの意識付けが必要と多くの人が考えているので、おどろいています。海外の動物

園との関係等、初めて知った事も多々あり、良かったと思います（40代男性） 

●型にはめないで各個人の考えていることを引き出す目的であれば、この様な形式で話を引き出

すのは有効だと思います。少しでも動物園のためになるのであれば幸いです。（40 代男性） 

●バックヤードを見学できて良かったが、もう少しゆっくり説明を聞きたかった。（動物の飼育方

法、性格、個性等）（40代女性） 

●外国から持ち込まれた動物が、動物園で引きとられていることを初めて知りました。感染病問
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題等も在ると思いますが、職員の皆さまの苦労をもっと発信して欲しいと思います。広報さっぽ

ろなどにもっと載せても良いと思います。町内会等とタイアップして、動物園見学ツアーを増や

しては如何でしょうか？お年より向けのツアーとか。（50代男性） 

●バックヤード内の施設を見て、その取組みの説明で、普段知らない園の事が知れたこと（研究

等）。（50代男性） 

●動物園の方が、こちらの質問に対し丁寧に答えてくださったので、動物園の実情等がよく理解

できた。（50代男性） 

●バックヤードを見ることにより、動物園の苦労を知る事になりとても良かった。（50代男性） 

●あまり肩を張らずに進めるリーダーが良かった。案内してくれた本田さんの姿そのものがすば

らしかった。第2第3の本田さんが出てきますように！（60代男性） 

●バックヤードや立入禁止区域の施設を見れたことが良かった。飼育員さんの取組みのお話を聞

けて良かったです。もっと深く知りたい気持ちがあります。今日体験したことをもっと能動的に

発信してもらいたいです。（60代男性） 

●動物の命について、動物園で働いている方々が日々むきあってお仕事をしていることが伝わっ

てきました。来園者にとっては娯楽、動物園にとっては教育。とても印象的です。私もそう思い

ます。（60代女性） 

●動物園の裏側を見ることができて良かったし、楽しかったです。そして、職員の方々の大変さ

も少しはわかったと思います。大変かもしれませんが、この様な取り組みをもっと増やしてたく

さんの人に動物園に興味をもってもらうようにすると良いのでは？（60代男性） 

●園の運営、飼育について理解出来たことが多々ありました。（70代男性） 

●動物園の各国の数の資料が 10 年前であったのはいかがか。学術的用語・外来語が多い（エン

リッチ、バックヤード）。円山動物園の歴史、沿革の説明が必要。市民参画の企画は良かった。（70

代男性） 

●動物園の役割についての説明が、わかりやすかった。（70 代女性） 

●大変興味深かった。今まで知らなかったことを専門の方の説明で知識を得て、これから楽しく

動物園の見学が出来ると思う。（70 代女性） 

＜問 5＞ 今日のワークショップに参加して、動物園について新鮮に感じた点や、これまで

と認識が変わった点はありますか。新たな発見や、動物園に対するイメージの変化などがあ

れば教えてください。 

●動物園の表側しか見たことがなかったのでバックヤードでみるものはどれもとても新鮮に感じ

ました。その中では虫類のえさを育てている地下には少し衝撃をうけました。だけど何を食べて

育っているとかが知れて良かったと思います。（20代女性） 
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●展示して、終わればしまう。みたいなイメージが変わりました。（20代女性） 

●希少動物の保全は、きっとやっているんだろうなというイメージはあったものの、知る機会が

なかったため、取組を聞けて良かった。外来種の保護も動物園がやっていること。（20代女性） 

●15 年以上前に来て以来だったので、昔の円山動物園のイメージとの違いが大きくて驚きました。

どの建物も新しくなり、工夫は沢山されていると思いますし、一方で保全や保護に力を入れてい

る様子も初めて見れたので、とても勉強になりました。一度知ると、また来たくなる動物園にな

ったと感じました。（20代女性） 

●市の施設であると、改善したくても中々実行できずに難しい状態なのだということがわかりま

した。税金を使うということの難しさは職員さんのお話を伺うまであまり感じておらず、「もっと

こうしたら良いのに」「あそこのあの展示みたいにすればいいのに」等と軽々しく感じておりまし

た。海外の動物園が充実しているのは国策でそうなっていたとか、今日のワークショップでお話

を伺って知りましたのでとても勉強になりました。（30 代女性） 

●檻のイメージ、そして、なかなか動物が動かないので、博物館的な印象がありましたが、動物

との距離が近くに感じられる所も何か所かあって、これから動物園がどうなるのか楽しみになり

ました。（30代女性） 

●職員の方の熱意が伝わった。また、日本の動物園が国際的な基準を満たしていないという点も

勉強になった。（30代女性） 

●参加前には、生物多様性の取組みや学術的な取り組みをしている事はあまり知らずにいました

が、積極的に行われており今後が楽しみに感じております。また、7～8年振りに見学し、とても

いい意味での変化があり、今度はゆっくりと訪れたいと思っております。（40代男性） 

●20 年前に子供達ときた時から展示の仕方なども工夫され進化していると感じました。さる山の

前で写真が思いだされ少しセンチメンタルな気持ちになりました（息子は24歳で 180 ㎝はあり

ますからもう抱っこすることはできません）。ニホンザリガニの保護、円山という土地を利用した

（一体感を持った）動物園の在り方を考えている点など感心いたしました。（40 代男性） 

●新しい施設が増え、休憩スペースも増えてはいるが、まだまだ足りないと思います。コンビニ

ができて良かったと思います。今までは食堂売店だったので。（40代女性） 

●外国からの動物の取組み（違法輸入動物の引き受け等）。イベントの関係について（動物そのも

のとの関りや関係を持つイベントが多いと良いと思う）。月食等のときに動物の行動は変わるのか、

いつもと同じなのかとか。月齢を見ながら他の動物の行道を観察するとかそう言うものがあって

も良いのでは？（50代男性） 

●今迄とは異なる新たな取組をしている（新しい施設等）。国などと研究していると初めて知った

（50代男性） 

●北海道に生息する動物のみでなく、その他の地域に生息する動物の保全にも力を入れているこ

と、世界の動物園とつながっていることを初めて知った。又、職員の方々の動物に対する姿勢、
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見方がすばらしいと思った。（50代女性） 

●人気のある動物を展示する事が、動物園の大きな役割だと思っていた自分が恥ずかしくなりま

した。種の保全。これからは裏の苦労を感じながら、動物園に来たいと思います。（50代女性） 

●こおろぎの成長過程を、3日毎に調査している状態に感心した。（60代男性） 

●飼育員さんの日ごろの取組みがとても理解できました。（60 代男性） 

●展示することを中心に日々お仕事をしていらっしゃると思っていました。実は、それは間違っ

ていました。動物の保全のため福祉を考え、展示方法を考え、命を伝えることを考えていること

がわかりました。世界的に誇れる動物園であると思いました。（60代女性） 

●動物園が、ただ動物を見に来るだけではなく、動物の生態や、生きている様子を見せているの

だと感じた。動物に、政治もからんでいるとは思いもよらなかったです。（60代女性） 

●バックヤードを見させてもらって、きめこまかな対応を知りました。（70代男性） 

●市民参画のイベント・企画は画期的であり、NPO の存在を強く感じた（70代男性） 

●希少動物の繁殖にとても感動した。ニホンザリガニをひさしぶりに見られて感動した。（70 代

女性） 

●ふだん見れないバックヤードの見学。地道で大変だろうと思った。（70代女性） 

＜問 6＞ 公共の動物園は、広く社会的な貢献をすることが求められます。動物園の社会的

な役割として、あなたが大事だと思うことを教えてください。

●動物が生きているのがあたり前ではなく、たくさんの人の手がかかっている事を伝える。（10

代女性） 

●希少動物を野生に返す運動。保護も、大切に思います。（20 代女性） 

●動物についての知識を提供することが最大の役割だと思う。その中で生態だけでなく、環境問

題などは、知りたい人が知れるように看板に書いてあったりすると良い。動物については子供に

も分かりやすく、環境については大人の読み物で良い。企業に対して、大人の遠足などの名目で

動物について考える機会をあたえる（会社行事）等。（20代女性） 

●動物の飼育、保全の場。どんなに見ばえがしたり、新しいエリアがあっても、動物の事故など

マイナスなことがあっては、本来の動物園ではないと思うので。その安全性等の確保のために、

ある程度の人員や予算の増加は必要だと思います。（20 代女性） 

●やはり動物たちの種の保全が第一だと思いますので、その動物達が動物園に来ることになった

経緯等も詳しく展示していくべきだと思います。説明文が長いと読む気がしなくとも、提示する

ことに意義があるかと思います。（30 代女性） 

●北海道は、固有の野生動物が多く生息しているので、共存していける関わり方、環境や生態、

病気（人にうつってしまうもの）などを、教えてほしいです。子供などに対して学校でも。（30
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代女性）  

●対外的に、その地域の文化をしめすものであると思う。立派な美術館や動物園があることは、

その地域のイメージアップにつながると思う。（30代女性） 

●希少動物・保護・学術的な研究等多くありますが、子供を始めとした生き物との関わり方から

始めた取組みは維持する必要があると思います。まずは動物園に多くの人々が関心を持ってもら

い、理解をされる事が、必要と思います。また、北国ならではの研究も更に進めて欲しいと思い

ます。（40代男性） 

●デジタルではない生き物の姿を見せてくれている点。生き物である以上死というものがあるこ

とを考えてくれる点（40代男性） 

●気軽に行きやすい、大人から子供まで楽しめるように。せっかく飼育しているので、幸せに一

生を過ごせるように見える環境。まだ柵ごしが多い気がします（ペンギン、鳥類）。（40 代女性） 

●公共の施設と言うことで、その存在意義や、動物園が困っていることなど、それを正直に発言

してみるのも良いのではないでしょうか？当然批判なども出て来ると思いますが、中には良い意

見を持った人達も居ると思います。（50代男性） 

●種の保存、研究（50代男性） 

●種の保存が大切だと思う。外来種を排除するかなど難しい問題もあるが、希少動物は絶やさな

いで欲しい。（50 代女性） 

●楽しく動物の事が学べる所。（50 代女性） 

●命の尊さを！（60代男性） 

●人間以外の生物の命の大切さを理解する役割が大きいと思います。そして、人間もその一部で、

命として平等であると考える機会を与えてくれることが大事だと思います。（60 代男性） 

●次世代をになう子供へ、どう命の大切さを伝えていくか。または、種の保全のために行われて

いること。研究の成果を伝える。（60 代女性） 

●動物の生態を、もっと知らせる努力が欲しい。情報を発信するためにもっと、新しい動物がく

る等、アピールしていけると良いのでは（60代女性） 

●今の状態で十分貢献されています。（70代男性） 

●教育と観光の両面により、社会とのつながりが大事（70代男性） 

●子供達に、動物とは何か、生れる時、死をむかえる姿を、身近に見られる。（70 代女性） 

●命の大切さを知ること。（70代女性） 

＜問 7＞ 円山動物園がこれからもっとよい動物園になるために、どのようなことに力を入

れて取り組めばよいでしょうか。アイデアやご提案があれば、ぜひ教えてください。 

●子供うけがいいのは体験型が一番だと思います。えさやりとか展示室のそうじとか。あまり来
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るイメージの少ない中高生向けには、動物と関連づけたフォトスポットとかインスタ映えしそう

なデザートとかがあったらいいなと思う。ネット社会だからツイッターとかインスタでさかんに

投稿があれば興味をひく事ができるのかなと思った。（10代女性） 

●WEB,ネット、SNS での告知。まずは来てもらい、また来ようと思わせられる取り組み。そこか

ら得られる口コミ。応募して当たったら何月何日に～出来ますよ or 見られますよ！などの特典。

（20代女性） 

●本来の動物が生活している環境を再現した展示。動物を主役にしたイベントの開催。カメラ好

きが多い印象なので、写真の撮り方講座とかコンテスト。カメラメーカーと連携して、カメラを

持っていない人には貸し出しをしてカメラの楽しさを知ってもらうイベント等。（カメラ購入と動

物園来場数アップねらい）（20代女性） 

●現在の姿も、昔（15年前）より発展して、素敵になっていると感じましたが、なかなか情報が

入らないので、全体的な宣伝活動に力を入れて欲しいです。せっかく良くなっているのが、もっ

たいないと思ったので、広い範囲への宣伝に力を入れて欲しいです。また、何か目玉になる物を

考えると良いと思います（動物の展示だけでなく、レストランのメニュウなど。ネットで探して

画像が出てくるような写真ばえする物、場所）。 

・ハード面として、交通の不便さはあるので、シャトルバスや道路の整備などはできたら良いか

と思います。（20 代女性） 

●草食動物のエサ作り～エサヤリ体験（有料）←子供・女性向け。肉食動物のエサやり体験（有

料）←コアな人向け。※直接あげるのではなく、動物のエンリッチメントにもとづくものなど、

参加型のイベントがあるととても良いと思います。（30 代女性） 

●行きやすさ、発見、楽しくなれる、この3つは大切かなと思います。行って感動した、何か心

が動いたなど、それが動物を感じられるもの（近い距離で見るとか）なら、とくにいいのではな

いでしょうか。北海道の野生動物、冬の雪で元気な動物も、どんどん教えてほしいです（逆に夏

元気だけど、冬は全くだめな動物とか）。名物の飲食もあればいいですね。ついでに、入園料 α

でお金を取って、動物のために使ってもらえる使い道を、こちらで選べるのはいいと思います。

（30代女性） 

●ごちゃごちゃとしたサービスではなく、ブランド力のある施設になってもらいたい。来訪者に

「非日常感」を提供してくれるものになってほしい。動物に優しい展示というのは、今後最も求

められることだと思う。素晴らしい展示を期待する。（30代女性） 

●施設的には多く改善されていますので、引き続き更新、維持を進めて下さい。全体的なレベル

アップを計るためには、より多くの人々に知ってもらい、来園してもらう事が必要と思いますの

で、メディアを活用した広報活動に力を入れる事が必要と思います。観光ガイド、フリーペーパ

ーも上手に利用すれば、インバウンドも含めた来園者の増加につながると思います。（40代男性） 

●もっと札幌市民に動物園があるありがたさや喜びを伝えて欲しい。職員の方には、動物のどう
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いう所を見て欲しいのか、積極的にアピールして欲しい。動物園は動物たちが主役でいい主役を

ひきたたせる演出を期待しております。（40代男性） 

●公共機関→バスのアクセス、駐車場拡大。空港、JR,地下鉄等の広告。ふれあい動物園スペース

拡大。子供と大人と来る目的が違うと思います（間近に見れる）。冬でも魅力を感じる雪を生かし

た飼育。体験 何の為の募金がわかれば有料も一部可と思います。（40代女性） 

●動物園に来やすくなる環境が欲しいです。市役所の一部に、週替りで動物園のイベントスペー

スを作るとか。創成川通りでのミニ動物展示をして、興味を持って来てもらえる様にするとか？

動物園と円山公園駅の間に動物園までのサインをふやして、動物園に誘導するとか？以上、今後

の活躍に期待します。皆様これからもはげんで下さい。（50 代男性） 

●積極的に情報を発信する市民に親しまれる動物園。今回、この機会を与えて下さってありがと

うございました。（50代男性） 

●動物の展示以外の見えないところでの保全等の活動をもっと広めてほしい。学校への授業だけ

でなく、大人を対象としたものを実施し、市民に知ってもらい、動物の知識を共有するようにし

てほしい。→ニュース等も興味をもって見るようになる。今日はよい勉強になりました。ありが

とうございました。（50代女性） 

●体験（ふれあい・エサヤリなど）させてもらえる機会が増えるといいな（平日も）。食べ物の充

実。円山でしか手に入らないグッズなどがあれば良いと思う。（50代女性） 

●ホッキョクグマの第 2のヒーローを作る。（60代男性） 

●情報発信力をつける必要があると思います。円山動物園出版局をつくって、学校、図書館、児

童館などには、必ず関連性があるようにすべきです。難しいものでなくても良いので、絵本から

お願いしたいです。（60代男性） 

●よろこんで、楽しんで、何があるのかなあと興味を持って、子供たち、大人が足を運びたくな

る動物園。研究の一部を紹介する。そういう意味でも、この様な機会は大切ですね！（60代女性） 

●子供も大人も、また行きたくなる様な動物園にしていく。すごく楽しい発見ができる様な動物

の見せ方をする。体験型を増やす（職員の負担になる？）（情報発信の舞台をつくって専門に情報

発信する）（60 代女性） 

●動物園の運営、飼育は大変なご苦労とお察しいたします。動物（ライオン等）が広場を走る姿

を見るのも楽しいと思います。動物にとっても運動することで、体力がつき、檻等狭い中で過ご

すストレスも解消されると思いますので、実現できる施設を作るのも一考と思います。（70 代男

性） 

●11 年振りにミャンマーから象の保有・展示に関し、広報「さっぽろ」・TV/新聞にキャンペー

ン特集をして、PRしてもらいたい。（70代男性） 

●動物本来の行動が見られる様に出来るといいですね。（70 代女性） 

●市民に円山動物園のことを知ってもらい、新しい情報はもっとアピールする。（70代女性）
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【問】あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いと思うものに３つ

まで○をつけてください。 

事前アンケート（ワークショップ申し込み時） 

事後アンケート（ワークショップ終了時） 
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【問】あなたは、円山動物園にどのような社会的役割があると思いますか。また、円山動物園がその役

割への期待に応えていると思いますか。それぞれの項目について１つずつ○をつけてください。 

事前アンケート（ワークショップ申し込み時） 
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【問】あなたは、円山動物園にどのような社会的役割があると思いますか。また、円山動物園がその役

割への期待に応えていると思いますか。それぞれの項目について１つずつ○をつけてください。 

事後アンケート（ワークショップ終了時） 



円山動物園 市民ワークショップ 参加申し込み書 

（あて先）札幌市円山動物園長 加藤 修                      

私は「市民ワークショップ みんなで考える～動物園の社会的な役割～」」の目的及び趣旨を

理解し、平成３０年（2018 年）２月４日に実施するワークショップへの参加を希望します。また、

参加した場合には、円山動物園のホームページ等においてワークショップの様子（写真）を公

表することを承諾します。 

お名前（フリガナ）： 

ご 住 所： 

電話番号： 

年  代：    歳代             性  別： 男性 ・ 女性 

※すべてご本人様が直接ご記入ください。 

札幌市個人情報保護条例第 8 条に基づき、記載された内容については、本事業目的以外には使

用いたしません。 

■恐れ入りますが、以下の質問にもお答えください。 

★参加を希望していただいた最も大きな理由は何ですか？（１つに「○」をつけてください。） 

１. テーマに興味がある ２. ワークショップの仕方に興味がある 

３. 円山動物園の活動について詳しく知りたい ４. 円山動物園の運営について意見を述べたい 

５. その他（                                   ） 

★あなたは、どのくらいの頻度で円山動物園に行きますか。もっとも近いものに１つだけ○をつけてく

ださい。 

１. 毎月１回以上行く ２. 年に何度か行く 

３. 年に１回程度行く ４. ２～３年に１回程度行く 

５. ５年以上行っていない                  ６. これまで全く行ったことがない

注： 本ワークショップでは、動物園によく来られる方だけでなく、あまり来ない方からも参加を募り、ご意見をお聞き

したいと考えています。円山動物園を訪れた回数や、動物園に関する知識、本質問項目への回答内容などが、

参加決定の優先条件となるようなことはありませんので、気にせずご返答ください。 

（裏面もご記入ください） 

【資料２－２】 



★あなたは、円山動物園にどのような社会的役割があると思いますか。また、円山動物園がその役

割への期待に応えていると思いますか。それぞれの項目について１つずつ○をつけてください。 

項 目 

社会的役割 期待に応えているか 

大
い
に
あ
る

あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
な
い

な
い

そ
う
思
う

あ
る
程
度
そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ア 動物に関する知識の提供 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

イ 周辺の散策路を含めた憩いの場づくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ウ 動物を通じて命の大切さを学ぶ機会の提供 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

エ 自然環境の大切さを学ぶ機会の提供 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

オ 学校教育との連携 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

カ 動物の研究 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

キ 自然や生き物を守る取組 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ク 北海道を中心とした国内の動物の飼育・展示・解説 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ケ 国外に生息する動物の飼育・展示・解説 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

コ 絶滅が心配される動物の飼育や繁殖 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

★あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いと思うものに３

つまで○をつけてください。 

１. レジャー性を重視した動物園 ２. 希少動物の繁殖や研究に力を入れる動物園 

３. 自然や生き物の保全に取り組む動物園  ４. 環境について学べる動物園 

５. 市民に親しまれる動物園  ６. 国内外からの観光客が多く訪れる動物園 

７. その他（           ）  ８. わからない

本申し込み書は、同封の返信用封筒（切手は不要です）により平成３０年１月１６日（火）（当日消印有効）までに

お送りください。※ワークショップへの参加を希望されない場合は、ご記入・ご返送は不要です。 

参加希望者が定員を超えた場合には、大変申し訳ございませんが、性別・年齢等、全体的なバランスを考慮し

た上で、参加者を決めさせていただきます。参加者の決定につきましては平成３０年１月２０日（土）頃、郵送にて

お知らせいたします。 



【資料３－１】 

来園者アンケート 実施報告 

来園者アンケートの実施概況 

実施日：2017 年 12 月 24 日～2018 年 1月 22 日 

内容： 正門と西門の二か所で、退園時にアンケートへの協力を呼び掛ける。対象は、

日本人の成人のみに限定。協力者にはステッカーを進呈。 

回答者：416 人 

回答者の内訳：



回答の概要 

【問１】あなたは、円山動物園にどのようなことを期待して来ましたか。また、円山

動物園はその期待に応えていましたか。それぞれの項目について１つずつ○をつけて

ください。 



【問２】 あなたは、円山動物園の情報をどのような手段で入手しますか。あてはま

るもの全てに○をつけてください。 

【問３】 あなたは、何が充実すれば、もっと動物園に来たくなりますか。あてはま

るもの全てに○をつけてください。 



【問４】 あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順

位が高いと思うものに３つまで○をつけてください。 

【問５】 本日、どのようにして円山動物園に来ましたか。 

【問６】 本日の入園は、一般入園券もしくは年間パスポート、無料入園のいずれか

で入園しましたか。 



【問７】 あなたは、どのぐらいの頻度で円山動物園に来ますか。 

【問８】 あなたが、これからの円山動物園に期待したいことなど、自由にご記載く

ださい。 

・子供が楽しめるように 

・園内自転車かしだし 

・静かな環境で、おちついて期待以上に多くの動物とふれあえて、すばらしい動物園

でした。札幌市がうらやましい。また来たいと思います。 

・頑張ってください 

・飼育さんの説明等がきける時間にぶつかるとラッキーと思う。もっともっと飼育さ

んの生の声をきいて動物をみれるとうれしい。 

・動物が天寿をまっとうできように過ごせるとよいと思います。 

・飲食がもっと充実していたらいいです。でも今のままでも楽しい。 

・動物の健康維持。現在の展示動物を大切にしてほしい 

・もっと沢山の人に動物の良さや生き物の大切さを知ってもらえればと思います。 

・イベント等の情報の手に入りやすさ。子供向けのマップ（ひらがな、タバココーナ

ー不用etc。ベビーカーでの入りやすさ。小さい子が動物を見やすいサクの高さ。 

・キリンがいるといいです。 

・キリンさん導入！！あとは、バックヤードツアー等スペシャルなイベントがあると

楽しいです。さらに、食はもう少し充実させていただけると 1日中のんびりすごせ

ていいと思います。 

・もっと動物と触れあえる機会が増えると良い 

・ホッキョクグマ館早く見たいです。 

・キリンが亡くなりさみしくなりましたが、ぞうに期待しています。 

・もっと動物がいきいきとしている姿が見たい。自然に近い展示。（アドベンチャーワ

ールドみたいた感じ）。駐車場代がもっと安いとうれしいです。ごはん屋さん（パン

屋さんとか）がもっとあるといいです。 

・ホッキョクグマ館とゾウ館に期待しています。出来たら必ず来ます 

・ホッキョクグマ館！ 

・レッサーパンダ館よかったです 

・動物が意外と動いてて楽しかった 

・これからも、子供も大人も楽しめる動物園でいて下さい 



・冬も楽しかったので、また来たいナーと思いました。 

・色んな動物をがんばって育てて下さい。寒い中お疲れ様です 

・楽しかった。 

・タイガーのアクちゃんの体調が早く良くなってほしいです。また顔を見にこようと

思います。 

・冬に来たのですが、子供が冬あそびできる物があればいいと思いました。 

・園舎がとても清潔にされていて良かったです。水槽の水もきれいでした。カバ・ラ

イオンのところは、においで見れませんでした。残念 

・他に見ない展示方法 

・今のままでいいと思います 

・動物が良い環境で過ごせること 

・動物のエサ代がかかることから。入園料はもう少し高くても良いのではないでしょ

うか 

・これからもまた来たい 

・エサが貧弱だったので十分与えてあげて下さい。（さるのところ） 

・リラの赤ちゃんが見たいです 

・動物のためになにができるか市民がいっしょに考える場所 

・あまりこみすぎず今のようにゆっくりみれるとよい 

・たくさんの人に愛される動物園 

・北海道（旭川市）に転勤の為転居して 1 年になります。旭川も含め雪国の動物園の

運営は大変だと思います。これからもがんばって下さい。個人的には一人でのんび

り散策できました。カメを飼っているので、爬虫類館楽しめました。 

・動物が間近でみれて良かった。期待以上でした。 

・展示屋を広く。のびのびした動物がみたい 

・動物側にそった飼育をお願いします。 

・家から歩いて（30分位）、バスに乗りゆっくり楽しめて最高です 

・動物本来の姿 

・レストラン施設、カラス対策 

・親しみと動物のもっている意外性を更に知れる。動物園を期待します。 

・昆虫なども含め小さな動物にも関心を持って下さい。 

・今日はカンガルーの生態など詳しく説明してもらいよかったです。



アンケート協力者への謹呈ステッカー 



裏面もあります

【資料３－２】 

円山動物園来園者アンケート 

円山動物園では、より良い動物園を目指すため、来園者の皆さまから広くご意見を
お伺いしたいと考えております。ぜひ、アンケートにご協力ください。 

問１ あなたは、円山動物園にどのようなことを期待して来ましたか。また、円山動物園はその期待に応えていまし

たか。それぞれの項目について１つずつ○をつけてください。

項 目 

期待していたか 期待に応えていたか 

大
い
に
期
待
し
て
い
た

期
待
し
て
い
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

期
待
し
て
い
な
か
っ
た

そ
う
思
う

あ
る
程
度
そ
う
思
う

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

例 ○○すること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ア 動物を見る・観察すること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

イ 動物について知識を得ること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ウ 環境問題について学ぶこと １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

エ 写真を撮ったり絵を描いたりすること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

オ 動物に触ったり餌を与えたりすること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

カ 園内を散策したりくつろいだりすること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

キ イベントに参加すること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ク 子どもの好奇心を育てること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

ケ 子どもが安全に遊べること １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

コ その他（               ） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５

問２ あなたは、円山動物園の情報をどのような手段で入手しますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。

 １ 広報さっぽろ            ２ 動物園だより 

 ３ 円山動物園のホームページ      ４ 円山動物園のツイッター（ﾏﾙﾔﾏﾝﾂｲｯﾀｰ） 

 ５ 円山動物園のブログ         ６ テレビ 

 ７ ラジオ               ８ 観光情報誌 

 ９ 新聞                10 動画投稿サイト 

 11 人からの口コミ           12 その他（                ） 

 13 入手していない 

≪記載例≫ 



問３ あなたは、何が充実すれば、もっと動物園に来たくなりますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 

１ 動物をもっと近くで見られる展示  ２ 動物が生き生きと健康に過ごせる取組 

３ 動物との触れ合いや餌やりなどの体験  ４ 飼育員等の話が聞ける機会 

５ 動物について学べるイベント      ６ 動物の赤ちゃんが見られる機会 

７ 臭いが気にならなくなったら      ８ ホッキョクグマ館がオープンしたら 

９ ゾウが来たら          10 食事や休憩場所 

11 交通の便              12 入園料の値下げ、割引制度 

13 駐車場              14 その他（            ） 

15 特にない 

問４ あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いと思うものに３つまで○

をつけてください。

１ レジャー性を重視した動物園 ２ 希少動物の繁殖や研究に力を入れる動物園 

３ 自然や生き物の保全に取り組む動物園  ４ 環境について学べる動物園 

５ 市民に親しまれる動物園  ６ 国内外からの観光客が多く訪れる動物園 

７ その他（           ）  ８ わからない

問５ 本日、どのようにして円山動物園に来ましたか。 

１ 最寄駅から徒歩で      ２ 最寄駅からバスで      ３ 最寄駅からタクシーで 

４ 自宅から徒歩で       ４ 自宅からタクシーで     ６ 自宅から自家用車で 

問６ 本日の入園は、一般入園券もしくは年間パスポート、無料入園のいずれかで入園しましたか。 

１ 一般入園券（600円）                 ２ 年間パスポート（1,000円） 

３ 無料（65歳以上の市民）          ４ 無料（各種手帳所持者等） 

問７ あなたは、どのぐらいの頻度で円山動物園に来ますか。

１ ほぼ毎日来る     ２ 週に２・３回程度来る    ３ 週に１回程度来る 

４ 月に１回程度来る   ５ ３か月に１回程度来る    ６ 半年に１回程度来る 

７ 年に１回程度来る   ８ ２・３年に１回程度来る   ９ ３年以上ぶりに来た 

10 ５年以上ぶりに来た  11 初めて来た 

問８ あなたが、これからの円山動物園に期待したいことなど、自由にご記載ください。

最後にあなたご自身のことについておたずねします。あてはまるものに○をつけてください。

 １  あなたの性別は        １ 男性      ２ 女性 

 ２  あなたの年齢は（平成３０年１月１日現在） 

１ 10 代     ２ 20 代    ３ 30 代   ４ 40 代   ５ 50 代 

６ 60 代     ７ 70 代以上 

 ３  あなたはどちらにお住まいですか。 

１ 市内（    区）  ２ 道内（     市・町・村）  ３ 道外（     都・府・県） 

 ４  今日は、どなたと来園されましたか 

１ １人で  ２ 夫婦・カップル  ３ 子どもや孫  ４ 友人と  ５ その他（       ） 
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園内検討会議 基礎データ

＊ゾーン・施設名を書く              ＊動物名を書く

【ゾーン】               【動物名】              

１保全に関する

 取り組み状況

＊当該動物に関する国内外の取り組みを把握している範囲で書く 

IUCN ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ：

CITES：
JCP（ｼﾞｬｻﾞｺﾚｸｼｮﾝﾌ ﾗ゚ﾝ）：JSMP 種  JSB 種  維持種  調査種

２飼育の持続性 ＊国内外飼育数・寿命等より飼育が持続可能かを書く

評価  高い ○ △ × 低い

３動物福祉の充実

のために必要な要

素を実行できるス

ペースの確保

＊動物の能力発揮・危険からの回避のためのスペースが確保されているかを書く

現状：スペースある ○ △ × スペース無い

協会等基準面積（AZA,EAZA 等）：

必要と思われる面積： 小  中  大

４教育・メッセージ ＊当該動物で伝えられるメッセージ等

気候変動、環境汚染・開発、疾病等による生息地の破壊や個体数の減少、乱

獲（ペット、ハンティング、食用など）、密輸、産業動物、絶滅、情操教育、

動物園における保全、生息地の多様性（砂漠、森林、サバンナなど）、特徴的

な生態、食物連鎖や生態系における特徴的な位置付け（アンブレラ、キース

トーン）、地域の自然保全、その他（      ）

５将来可能性 ＊飼育施設の新設改修・混合飼育・他種の飼育廃止等

６その他 留意事

項・アピール要素等

＊ブリーディング個体、姉妹都市寄贈個体、繁殖賞種、国内希少種等

【資料５】


